三宜楼

1931年に建てられた三宜楼は、門司で最も愛着を寄せられている歴史的建造物の一つである。門司港駅を見下ろす丘の中腹に建つ木造3階建ての大きな建物は、関門海峡を一望でき、港の喧騒を眼下に、端正な佇まいを見せている。昭和時代(1926-1989)の初期には門司を代表する高級料亭として名を馳せた。単に食事をするだけの場ではなく、芸術家や芸能者、社交界の名士、国内有数の大企業や金融機関の重役等が集う社交サロンでもあった。

建築 
三宜楼は、床面積延べ1,200平方メートル以上、部屋数は20以上という九州の現存するレストランビルとしては最大級のものの一つである。2階にあるシャンデリアが輝く116平方メートルの宴会場の正面には29平方メートルのステージがある。

三宜楼の最大の特徴は、美しく細工された窓とそれに付随する欄間であり、いずれも自然のある情景を表したデザインである。「富士火灯窓」という釣鐘状の窓の輪郭は日本で最も代表的な山に似ており、「天空への階段」と呼ばれる階段の両側には松、山、月、雲と名付けられた窓がある。

1931年4月5日、地元紙「門司新報」の特派員は、この優雅で大胆な造りの新旧が融合した建物を絶賛し、「眺めが素晴らしい。北九州では比類のない立派な外観の和風レストラン」と書いている。

三宅アサ 芸者かつ実業家
三宜楼は、ある一人の人物によって築かれた。勤勉で進取の気性に富み、少しミステリアスな元芸妓の三宅アサ（1854-1937）である。アサは若い頃、京都の祇園で芸妓見習いをしていた。そこで伝統文化や芸能への造詣を深めていった。しかし、当時の彼女の肉体的・知的制約を不当に感じたため、アサは見習い生活から逃げ出し、飲食店経営者になる道を選択した。彼女は門司まで560キロの旅をし、1906年には「三宜楼」を創業した。

アサは適切な時期に適切な場所にいた。門司の港は急速に発展し、多くの商業事業が開始されたのだ。新たに裕福になった門司の卸売商や貿易商達はスタイリッシュな食事や接待を求め、三宜楼が彼らの要望に応えた。アサの駆け出しのビジネスは大成功を収めたのである。京都を離れて25年も経たないうちにアサは三宜楼を地域の柱に育て上げ、1937年に83歳でこの世を去ったが、彼女が残した企業家精神と芸術的遺産は今日にも残っている。

富裕者や著名人の遊び場
アサは子を為さずに亡くなったが、彼女の後継者の伊勢子（1899-1986）と為次郎（1895-1988）が三宅家の名前を残した。二人のもとで三宜楼は繁栄を続けた。二人は舞台芸術を熱心に支援しつつ参加し、豪華な宴席にあわせて能楽、舞踊、長唄を上演した。そうした場は文人墨客を魅了し、三宜楼のためだけに門司を訪れる人もいた。

三宜楼が門司の繁栄を体現していた華やかな時代を経て、第二次世界大戦（1939-1945）後は衰退していき、1955年に三宜楼は閉業し、アサの孫の私邸となった。2004年にアサが亡くなり、アサの家族も維持し続けることができなくなったため、建物は取り壊されるかと思われたが、門司の住民達が支援に駆け付けた。地元の有志が「三宜楼を守る会」を結成し、彼らは1年以内に1万6000人分の署名と1900万円を集めて建物を買い取り、門司市に寄贈した。現在、三宜楼の建物はフグ料理専門店「三宜楼茶寮 海人」として営業している。1階にある展示室では、三宜楼の歴史を紹介している。
